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                   『かけがえのない人生』     校長     石部 邦昭 
 
二つと無い真実そのもの 
 人にはそれぞれ「かけがえのない人生」がある。かけがえのない人生というのは、他の誰とも比べようもないものであ

り、その人自身の人生である。夜空に輝く満天の星の一つひとつと同じよう

に、人は生まれ死んでゆく。確かに悠久の時間の中で人の一生はほんの一瞬

のことであろう。しかし、その人自身にとっては、その一生は「二つと無い

真実そのもの」である。相田みつおの言葉の中に「一病息災、貧乏神同居。

しかも、かくのごとくなりといえども、いのち明朗、いのち満点」という言

葉がある。多くの人にとっては、人生とは必ずしも華やかな存在、世間の注

目を集める存在ではないかもしれないし名誉や巨富に恵まれているとはい

えないかもしれない。それでいいのだ。そんなことよりも多くの人に生かさ

れていることに気づきながらそれを感謝し、唯一無二の命を大事にしたいも

のである。なぜなら、二度とない「かけがえのない人生」だからであり、帰

りがない片道切符だからである。                     センター試験前日、３年生を熱く激励                            

                                                  
失敗することを恐れるな 

 本年度ノーベル化学賞に下村脩氏（本校を昭和２０年卒業）が輝いたが、平成１４年受賞の島津製作所勤務、田中耕一氏

について以下のエピソードを耳にした。生体高分子の質量分析法の開発業績に対して受賞した田中氏は、東北大学の同級生

の多くが大学院に進む中、自分の作ったものを社会に役立てて欲しいと

の思いで就職を選択した。しかし、第１志望の有名電機メーカーに落ち

て就職した島津製作所で、地道な研究が世に認められて受賞に至った。

「未知への挑戦では失敗することを恐れないでください。失敗は決して

恥ずかしいことではありません。失敗は自分が無知であったことを教え

てくれます。失敗から目をそらさなければ成長の糧とすることができま

す。自分を信じてまた挑戦すれば良いのです」という彼の言葉には重み

がある。失敗から学ぶ。未知への挑戦では成功よりも失敗することの方

が多い。挫折を味わいながらも夢を失わずこつこつやっていくうちに、

人間的にも成長し成果も発揮されていく。夢を持ちチャレンジすること   センター試験に向かう３年生を見送る 
である。                               １・２年生                     

                         
夢に向かってチャレンジ                

 チャレンジとは、独自の「目標」に対する挑戦であり、何事に対しても一生懸命にやることである。それが結果的にそ

の人の人生にいいものをもたらすのである。かけがえのない人生では、失敗を恐れずチャレンジしていきたい。 

 考えてみると人間の誕生には、３億の精子の中から種族保存の法則で１番優秀な選ばれた精子が卵子と結び付くという

「かけがえのない人生物語」がある。自分は天文学的確率で生まれてきたことを知るとともに、授かった尊い命との思い

に心を巡らしたい。たった１回の人生を悔いなく生きるためにも積極的に生きていきたいものだ。 

 山本有三の『路傍の石』の中で「人生は死ぬことじゃない。生きることだ。これからのものは、何よりも生きなくては

いけない。自分自身を生かさなくってはいけない。たったひとりしかない自分を、たった一度しかない一生を、本当に生

かさなかったら、人間、生まれてきたかいがないじゃないか」という一節がある。 

自分を甘やかさず夢に向かってチャレンジしたい。 
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懸命にゴールに向かう林田選手 

◇◇女子８位入賞、男子２０位に躍進！◇  

―全国高校駅伝報告― 
 平成 20 年度全国高等学校駅伝競走大会が 12 月 21 日（日）に、京都西京極陸上競技場を発着点と

する男子 7 区間、女子 5 区間で行われました。本

校陸上部は男女とも出場し（９年連続）、女子は

昨年途絶えた連続入賞を 8 位入賞という結果で復

活できました。「２年続けて入賞から外れると厳

しくなる」という監督

の心配を吹き飛ばす

快走で、「来年は私達

を越えてよ」という言

葉を後輩はしっかり

受け止めていました。

男子も、昨年(33 位)
よりも大幅に       女子のスタートの状況↑ 
順位を上げることができ、努力の成果を発揮することができました。男

女とも、1・2 年生も順調に伸びており、来年の活躍も期待できます。

当日は、京都まで応援に行った生徒だけでなく、学校でも部活動などで

登校していた生徒が視聴覚教室に入りきらないぐらいに集まり、声援を

送っていました。 
 

 
男男子子 2200 位位  ２２°°００７７′′３３５５″″              女女子子８８位位  １１°°００９９′′００４４″″     

 
 
 
 
※「区間順位」は区間での順位、「通順」は通過順位 

 
懸命に応援する応援団              頑張った陸上部員 

区間 選手氏名（学年） 区間順位 通順 
１区 小嶺 篤志（３年） ２２ ２２ 
２区 山下 展弘（３年） １５ ２４ 
３区 林  慎吾（１年） １６ １８ 
４区 松本 拓也（２年） １６ ２０ 
５区 与賀田 駿（３年） ３１ ２１ 
６区 寺田 夏生（２年）  ８ ２０ 
７区 的野 遼大（１年） １６ ２０ 

区間 選手氏名(学年) 区間順位 通順 
１区 末吉  茜（２年）       ８  ８ 
２区 中村知可子（３年） ６  ６ 
３区 松本 千尋（２年） １２ ７ 
４区 森 智香子（１年） １１  ６ 
５区 林田詩緒里（３年） １３  ８ 



☆☆磨き上げた諫高魂が君たちを勝負師へ変える☆☆ 
            ―６１回生センター試験― 

2009 年入試の幕開けとも言える大学入試センター試験が、1 月 17 日(土)、18 日(日)に行われまし

た。全国で約５４万３千人が受験するこの試験は、国公立大学入試の 1 次試験的意味合いと同時に多

くの私立大学の入試にも利用されるもので、受験生にとっては大変重要な試験です。本校でも男子 169
名、女子 134 名、合計 303 名(96.2％)が長崎大学で受験し、19 日(月)に自己採点を行いました。今後

は、個別の大学の入試に向けて出願し、受験

するという予定になっています。 
前日の 1 月 16 日(金)の昼休みに体育館で、

1、2 年生が 3 年生に対して激励会を開きまし

た。激励会では、２年生の部活動のキャプテ

ンからの激励の言葉と 1 年生から兄弟・姉妹

が受験する生徒からお兄さん、お姉さんへの

激励の言葉がありました。３年生の緊張も少

しほぐれ平常心で大学入試センター試験を受

験できたと思います。 
また、１月 17 日(土)、18 日(日)の両日も、

多くの１、２年生が朝早くから学校に集まり、

バスで出発する先輩達を見送り、健闘を祈る

とともに、１年後、２年後の自分たちの姿を

思い描いて、気持ちを引き締めていました。             

↑受験会場（長崎大学）で 

 

  
 
 
 
 
 
最後に、先生のパワーを・・・↓                         

↑１、２年生からの激励会 

＊＊＜今後の国公立大学受験日程＞＊＊＊ 
 ＊ 出願   2 月 4 日(水)まで 
 ＊ 前期試験 2 月 25 日(水)・26 日(木)  
 ＊ 合格発表 3 月 8 日(日)頃 
 ＊ 後期試験 3 月 12 日(木) 
 ＊ 合格発表 3 月 21 日(土)頃 



６２回生修学旅行報告 
    ・・・筑波・東京での研修＆京都・奈良の探訪 
 ６２回生（２年生）は、１２月１０日(水)～１４日(日)の４泊５日で下表のような行程で修学旅行

に行きました。生徒たちは、東京や筑波で先端技術や研究を学び、京都と奈良で日本の古典文化に触

れることができました。新旧の文化に触れることにより、国際人として生きていく上で大切な研修が

できたものと確信しています。 
日付  午 前 午 後～夜 

理数科 飛行機で東京、バスで筑波へ 筑波で研修 10 日(水) 
普通科 飛行機で東京へ 東京で研修 
理数科 筑波で研修 11 日(木) 
普通科 東京で研修 

東京ディズニーランドで 
楽しみました。 

理数科 東京で研修 新幹線で京都へ移動 12 日(金) 
普通科 新幹線で京都へ移動 京都班別自主研修 

13 日(土) 薬師寺で講話を拝聴→奈良見学→大阪城見学→フェリー乗船 
14 日(日) フェリー下船→長崎へ帰る  

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筑波で研修する理数科の生徒たち↑ 
 

東京ディズニーランドで楽しむ生徒たち→ 
＜生徒の感想＞ 
・いろんな研修ができて楽しかった。 
・友だちの新たな一面を見たり、クラスメイトの大切さを改めて感じた。 
・日本の過去・現在・未来をさまざまな観点で味わうことができて、日本の良さ・日本人の「心」を

再認識することができた、 

＊＊＜理数科１年校内課題研究発表会＞＊＊ 
 １年間の探求活動の成果を発表する理数科の校内課題

研究発表会を１月 21 日(水)に行いました。生徒は、初めて

の研究発表に一生懸命取り組んでいました。結果は下の通

りです。 
○最優秀賞 物理班 アーム付きロボットの製作 
○優秀賞  物理班 スターリングエンジン 
○優秀賞  生物班 ショウジョウバエの研究 
○優秀賞  物理班 磁性体と相転移 

※最優秀賞を受賞した班は、今年 6 月に行われる県大会 
 に 1 年代表として出場します。 

＜2 月の主な行事＞ 
２日(月) 高校推薦入試 
７日(土) ハイレベルテスト 
10 日(火) マラソン大会 
16 日(月) 学年末考査時間割発表 
       （部活中止） 
23 日(月)～２８日(土) 学年末考査 
28 日(土) 卒業式予行・同窓会入会式     


